
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネイパル深川まつり ネイパル深川 

青少年教育施設の理解を深め、幅広い年代との交流を図る 

１ 事業のねらい 

  施設を開放して、地域住民の活動
発表の場として地域間の交流を図る
とともに、青少年教育施設に対する
理解を深め、施設利用促進を図る。 

２ 事業の概要 

 ■期日 R６.９.28（土） 
■対象 どなたでも 
■人数 280 名（来場者数） 
■場所 ネイパル深川 
■協力 ゆ～すくる協力会、国立大雪、生き文、 

深川市内サークル 等 
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４ ねらいを達成するための活動の工夫 

 ■青少年教育施設の理解を深め、利用促進を図る 
  ・国立施設だけではなく地域の方々にもご協力していただくこと

で、様々な活動を体験してもらえるように工夫した。 
  ・昨年度よりさらに広報の範囲を広げることで、より多くの方に

ネイパル深川まつりの開催を知ってもらえるよう工夫した。 
 ■地域住民の活動発表の場と幅広い年代との交流を図る機会 
  ・ステージ発表では、学生だけではなく、大人の方々にも発表を

していただくことで、幅広い年代の方の発表の機会となるよう
に工夫した。 

  ・地域で活動されている方を講師として招き、多くの体験の機会
を提供するだけでなく、参加者と交流が図れるように工夫した。 

 
ソープカービング体験 

深川市追分民謡会による発表 

６ ねらいを踏まえた成果と課題 

 ●地域の方にステージ発表や体験ブースの依頼を行うことで、より
多くの体験の機会の場ができた。また、そらち・デ・ビュー等に
記事掲載を依頼し広報範囲を広げたことで、新規来場者の獲得へ
つながった。 

 〇ステージ発表の観客数の差が大きかったため、発表順を考慮し、
より多くの来場者に発表を見ていただけるように工夫する必要
があった。 

地域の方と連携を図

ることで、体験活動の

充実と多くの方の発表

の機会を設ける。 

企画のポイント 

５ 事業の評価（来場者や講師等から） 

■来場者から 
・体験ブースがたくさんあり、いろんなことが経験できてよかった。 

  ・ステージ発表を見て、自分もやってみたいと思った。 
■講師から 
・想像以上に多くの方が体験してくれて、とてもうれしかった。
また、来場者と交流することができたので良かった。 

■キッチンカー出店者から 
・初めてネイパル深川まつりに参加したが、ぜひ来年度も声をか
けてほしい。 

■ステージ発表者から 
・練習を発表する機会がなかなかないので、発表する機会をいただけて

とてもよかった。次年度もぜひ機会があればお願いしたい。 


